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アウトライン

• コロナ禍とウェルビーイング

• 主観的幸福感、多職種連携協働（チーム医療）、効率の繋がり

• 経営資源としてのポジティブ感情

• コラボレーティブ・リーダーシップ

• ウェルビーイング・リーダーシップ

• 複雑システム科学の視点から俯瞰するウェルビーイング・リー
ダーシップ
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昨今の病院

• ～ねばならぬ！

• ～しなければいけない！

• ～すべきだ！

• ～する必要がある！
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管理する側もされる側も
ストレスだらけ・・・・

コロナ禍

チーム医療

在院日数短縮

医療安全

稼働率アップ

目標管理

キャリア形成



コロナ禍の教訓：ストレスがストレスを
生むネガティブサイクル
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偏桃体ストレス
↓

偏桃体
↕

視床下部（H）
↓

脳下垂体（P）
↓

副腎皮質（A）
↓

コルチゾール
↓

身体反応

偏桃体ハイジャック

3Fs:
Flight
Fight
Freeze



Covid19の影響

WithBefore Covid 19 After

人類にとっての未経験の過剰ストレス

Post Covid19

ヘルスケアシステムの危機 はたらき方改革/WLB

社会システム/地球環境のウェル・ビーイング

RQ：ウェルビーイング社会をデザイン・運用する
リーダーシップの姿は？
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健 康幸 福
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ウェル・ビーイング
（人間的な豊かさ）
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主観的幸福感
（Subjective
Well being)

人生満足（中長期）

ポジティブ感情（日常生活）

(Diener, 2002 ; Pavot & Diener, 2008).

(Fredrickson, 2001)

(前野, 2018)



主観的幸福感の効用

• ある人が幸福な友人を持つと、その人が幸福になる可能性は約9％増大し、不幸
な友人を持った場合は,幸福になる可能性が約7％減少する(Christakis, 2009)。

• 幸福な人は、他人の幸福を考慮し,幸福な人と関係性をとり結ぼうとするし、幸
福な人同志は群れる傾向がある(Christakis, 2009) 。

• 主観的幸福感は、認知的機能を上げる。たとえば,創造性を高める(Isen, 
Daubman, & Nowicki, 1987)。

• 主観的幸福感は注意の幅を拡張する(Isen, 2003)。

• ポジティブな感情を持つ社員は、親切で同僚を助ける傾向がある（Donovan, 
2000）。

• 幸福な従業員は不幸な従業員よりも生産性が約12パー セント高い（Oswald et 
al., 2014）

• 医療従事者のwell-beingが低下すると，ストレスや仕事の満足度が低下し，患者 
の安全性，患者満足度，コスト抑制にも悪影響をあたえる（Benzo et al., 
2017）。
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ポジティブ感情

①歓び Joy・・・・・・・・ うれしい、やった！すごい

②感謝Gratitude・・・・・ありがとう、感謝でいっぱい、お陰様で

③安らぎSerenity・・・・・静寂、落ち着いている、平安だ、安穏、一体感を感
じる

④興味Interest・・・・・・ 知りたい、見たい、行ってみたい、勉強したい、ワク
ワク

⑤希望Hope・・・・・ ～をやりたい、こうありたい

⑥誇りPride・・・・・・・ 誇りに思う、私にもできる

⑦愉快Amusement・・・楽しい、笑える、ニヤッとする

⑧鼓舞 Inspire・・・・ ヤル気になる、ぐっとくる

⑨畏敬Ａｗｅ・・・・・・・・ 感服する、神秘だ

⑩愛情Love・・・・・ 好きだ、愛している、大切に思う、かけがえのない
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RQ:主観的幸福感と多
職種連携は関係ある

の？？？



多職種協働チームのヘルスケアサービスの質に対するインパクトの国際的実証研究
（19K10491）代表研究者 松下博宣
多職種連携協働におけるリーダーシップ機能解明に関する実証的国際共同研究
（21K10309） 代表研究者 藤谷克己
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スケールを用いて計量（見える）化する
• コラボレーティブ・リーダーシップ 10Qs（Orchard, 2020:松下ら, 

2021)
• 協調的にチームの活力を引き出し協力関係を創り上げる力

• 多職種連携協働 23Qs（Orchard, 2018:松下ら, 2020)
• 協力、調整、パートナーシップを連携させて多職種が力を合わせる働き方

• 組織学習 23Qs(石井ら, 2020)
• チームとして経験を内省して教訓を引き出し現場に活かす学び

• 職場のソーシャル・キャピタル 8Qs (Kouvonen,2008)
• 職場で醸成される信頼感覚、絆

• 心理的安全性 7Qs (Edmondoson, 1999; 千葉ら, 2021）
• 言うべきことを言える不安のない風土

• 主観的幸福感 21Qs (前野, 2018)
• 「つながりと感謝」、「自己実現と成長」、「前向きさと楽観」、「独立と

自分らしさ」からなる幸福を構成する４因子
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A病院：主観的幸福感と多職種連携のパス図

松下博宣・市川香織（2021). 多職種連携の実態と主観的幸福感の関係― 幸福な専門職はチーム医療に「協力」する ―. 東京情報大学研究論
集 Vol. 24 No. 2 pp. 1-12.

🄫Hironobu Matsushita 2023 不許可禁転載 13

(松下, 2022)

(前野, 2018) (Matsushita et al, 2021)

やってみよう！

ありがとう！

なんとかなる！

ありのままに！
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松下他(2020)は、主観的幸福感
が高い専門職は，多職種連携・
チーム医療に積極的に「協力」
するという傾向を発見した。

①良好な人間 関係の中で「協
力」ができるから，「つながり
と感 謝」が増す。②「つながり
と感謝」が十全なので良好な人
間関係を構築でき，「協力」で
きる（松下・市川, 2020) 。https://hironobu-matsushita.com/wp/wp-

content/uploads/073bb28c315b651c5d48d79ab09a836d.pdf



A病院：チーム医療は効率性アップに寄
与する

多職種連携協働のパートナーシップ得
点が高いほど効率性指標の病床回転率
が上がり、かつ平均在院日数が有意に
短縮されることが明らかになった。
（β＝0.232，ｐ＝0.007，β＝-0.306, 
p=0.001)

藤谷克己・鈴木里砂・谷口優・市川香織・松下博宣（2023）. チーム医療が
医療の効率性に及ぼす影響.厚生の指標 70（3）, 13-18.
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3要素の連関

主観的幸福感 チーム医療 効 率
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厚労省のアプローチ

チーム医療 効 率

チーム医療に加点という診
療報酬制度による経済イン
センティブ誘導！

長い在院日数には入院料を低減
するペナルティ！
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Well beingアプローチ

主観的幸福感

イキイキ、ハッピーな
専門職！

チーム医療

つながり、感謝、
成長を実感する

チーム！

効 率

チーム医療の効果
として

病床回転率アップ、
在院日数短縮！

RQ:リーダーシップ？
元気 陽気 勇気 やる気

🄫Hironobu Matsushita 2023 不許可禁転載

18

(松下, 2022)



B自治体立急性期病院の共分散構造分析
（SEM)

職場のソー
シャル・キャ
ピタル

心理的
安全性

多職種
連携協働

医療安全
風土

組織学習

.15*

.48**
.23**

.50**

.26**

.22*

.72**

コラボレーティブ
リーダシップ

.58**
.52**

【モデル適合度】
ꭓ2 (df=550)=1868.914

CFI=.873, RMSEA=.078, AIC=2098.914

.33 * 
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ウェルビーイング・
リーダーシップ



コラボレーティブ・リーダーシップとの関連領域
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多職種連携協働（IPC）

ミッション

（Ｍ）

アコモデー

ション（Ａ）

コラボレー

ション（Ｃ）

エンパワメン

ト（Ｅ）

MACE
サイクル

パートナーシップ
（PART）

促進要因 阻害要因

協 力
（COOP）

調 整
（COOD）

主観的幸福感
(SWB)

組織学習（OL）

ウェルビーイング・マネジメント体系

Interprofessional Collaboration System

Organizational & People Development System

風土（Climate）

Premise System of  Organizational Behavior 

©All rights reserved Hironobu Matsushita 2023
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良質な医療（Q）

安全な医療（Ｓ） 効率（Ｅ）

追求的価値医療サービスの価値

21

医療安全（MS）

コラボレーティブ
リーダーシップ（CL)

生命

人生 生活
探索的価値

職場ソーシャルキャピタル
（WSC)

Goal Management System

ウェル・
ビーイング（WB）

(松下, 2022)
経 営生きかた



サービス

組 織

プラットフォーム

健康基盤

助産師

コメディカル系
学会

社会保険制度

介護サービス

地球生態環境

住
ま
い
サ
ー
ビ
ス

人間
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ウェルビーイング・
システムの複雑で相
互依存的な階層性

(松下, 2017)



まとめ
• Withコロナの状況で、コラボレーティブ・リーダーシップの広範で強い
影響が明らかになった。

• 組織開発、人材開発への介入としてコラボレーティブ・リーダーシップの
開発・涵養が求められる。

• ポジティブ感情は経営資源である。

• 多職種連携にはコラボレーティブ・リーダーシップが必要。

• Post コロナに向けて、ヘルスケア社会システムが実装すべきはウェル
ビーイング・リーダーシップである。
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ウェルビーイング・リーダーとは、多職種連携協働（チーム医
療）の協調的な核としてチームの絆、信頼感を増進し、心理的な
安全性を醸成し、チーム学習を押し進め、医療の質・安全性を高
めることによって人間的な豊かさを実現するリーダー。
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ご清聴ありがとうございました。

〒265-8501千葉市若葉区御成台4-1
東京情報大学 医療管理学
松下経営研究室 松下博宣
sparklingmetal@gmail.com
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